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▲平成30年　7　月豪雨により被災した安芸区矢野東の様子（広島市消防局提供）

平成30年　7　月豪雨災害でお亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈りいたしますと

ともに、ご遺族の皆さまに心からお悔やみ申し上げます。

また、被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。

編集・発行
広島市危機管理室
TEL（082）504-2664
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火気の取扱いに注意！

●　屋内での注意事項
　広島市消防局管内における住宅火災による死者の半数以上が65歳以上の高齢者です。死者の発生時期
は12月～　1　月が多く、死者が発生した火災の原因や対策を知って、大切な命や財産を守りましょう。

　1　　住宅火災による死者数と月別発生人数（　5　年間）

●　屋外での注意事項
　広島市消防局管内において、たき火などによる「屋外」での火災が増えています。特に、これから空
気が乾燥し、火災が発生しやすい季節となりますので、屋外での火気の取扱いには十分注意して下さい。

　1　　たき火火災の月別発生件数（過去10年間）

　2　　主な火災原因と対策

【住宅火災による死者数】 【死者が発生した月別人数】
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ストーブによる火災 たばこによる火災

□　ストーブにものが触れて火災になるのが特徴です。 □　くすぶった状態が続いた後に火災になるのが特徴です。

たばこは水に浸してから捨てる

灰皿にたばこの吸殻をためない

寝たばこは絶対にしない







寝るときはストーブの火を消す

ストーブで洗濯物を乾かさない

給油はストーブの火を消してから行う







　2　　「屋外」での火気の取扱い時における注意事項
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乾燥注意報、強風注意報が出ている場合は、火気を取り扱わない。

火気を取り扱う場合は、消火器、水バケツなどの消火器具を準備する。

火気を取り扱う間は、その場所を離れない。残火を完全に消火する。







今年は昨年を大幅に上回って

おり、特に注意が必要です！

　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防意識の一層の普及を図ることで、火災　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防意識の一層の普及を図ることで、火災

の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐの発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐ

ことを目的として、毎年この時期に実施しているものです。ことを目的として、毎年この時期に実施しているものです。

　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防意識の一層の普及を図ることで、火災

の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐ

ことを目的として、毎年この時期に実施しているものです。
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広島市消防局からのお知らせ

再生紙を使用しています。
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